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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼児期３年間において〈けんか〉への対処についての

認識がどのように変化していくのかについて、４歳時点からインタビューを実施し、１年後、

２年後を追い、発達的変化を検討した。その結果、〈けんか〉への対処についての認識の発達の

経路としては、２つあることが示唆された。一つ目は、自己抑制的で定型的な対処から、自他

の要求を踏まえた交渉へと変化する経路であり、二つ目は、４歳から６歳まで、自己抑制的で

定型的な対処について捉え続けるという経路であった。さらに、その２つ以外の経路の存在を

示唆する事例が見出された。そこから、〈けんか〉への対処についての認識の成長の仕方には、

多様な経路のあることが示唆される。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to explore the development of preschool 
children’s conflict resolution with peers. Four-year-olds were interviewed on how they 
resolve conflicts with classmates. They were interviewed again one year later and two 
years later. The findings are as follows; We find two major change patterns of views about 
conflict resolution. The one pattern was when they were four-year-olds or five-year-olds, 
they were able to recognize the resolution is made possible by apologizing, and when they 
were six-year-olds, they became to recognize the autonomous resolution which was to 
conciliate the conflicts from the third person’s point of view. The other pattern is 
that they were able to recognize the resolution is made possible by apologizing from 
four-year-olds to six-year-olds. In addition to these major changes, there appears to 
be some minor changes. It is suggested that there is diversity in developmental changes 
of preschoolers’ views about conflicts resolution with peer. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、他者との関係のなかで自分の思
い通りにならないとすぐに短絡的な行動を
とってしまったり、あるいは対人交渉の場を
自ら避けて他者との関係を回避してしまっ
たりする子どもの問題がクローズアップさ
れている。本研究は、そのような社会性の発
達の問題へ取り組む際の、基礎的な資料を提
供しようとするものである。「他者の権利を
侵すことなく自らの要求を主張できる力」の
発達を捉えようとするとき、他者と自分の要
求が対立するといった、他者とのコンフリク
トに対して建設的に対処していく力の発達
について検討することが決定的に重要であ
ると考えられる。本研究では、けんかやいざ
こざといった、子ども同士のコンフリクトに
対処していく力の発達に焦点をしぼり、検討
していくことにする。 
 
(2) コンフリクトについての認識は、従来、
社会的認知の発達研究において検討されて
いた。そこでは、コンフリクトが生じる架空
の物語を提示してその登場人物について尋
ねるという方法で研究されていた。そして、
コンフリクトが当事者の何らかの対立によ
って生じ、それは交渉によって解決されうる
ことについては、小学校高学年になってから
理解されるものであると考えられてきた。し
かしながら幼稚園などで子ども達の遊び場
面を観察していると、年長組などではけんか
が起きたとき、周りにいる子ども達が間に入
り、当事者双方に意見を言わせて話を聞き、
調停をする姿を目にすることがある。例えば、
道具を使う順番をめぐって対立が生じた場
合に、第三者の子どもは双方の事情を聞いた
うえで「ジャンケンで決めたら」などと解決
方法を提案して、いざこざをおさめることが
見受けられる。幼児といえども、日常生活で
遭遇するコンフリクトについては、潜在的に
は理解しているのではなかろうか。そして、
それへの対処の仕方についてもある程度の
認識を持っているのではないかと推測され
る。そこで、本研究では、その子どもが所属
している園のクラスにおいて〈けんか〉があ
るかどうかについて尋ね、日常生活場面での
〈けんか〉についての認識を取り上げて検討
することにする。 
 
(3) 本研究では、特に、子どもがコンフリ
クトについて語ることに注目する。というの
は、ある事柄について語ることとは、言語的
に表象し自覚化することであり、それはその
事柄に対する柔軟な調整を可能にすること
につながるからである。そのような方向性を
有するものとして、子どもがコンフリクトに
ついて語ることを取り上げる。けんかやいざ

こざといった、子ども同士のコンフリクトに
ついては、遊び場面での観察研究は数多くな
されている。しかし観察では行動は捉えられ
るが、どのように認識し思考していたかにつ
いては捉えられない。社会性の発達は「行動」
と「認識」の二つの側面からなること、認識
する力の発達によって行動の柔軟な調整が
可能になることを考えるとき、認識を捉える
重要性に気付かされる。そこで本研究は、幼
児がコンフリクトをどのように認識してい
るか、およびその発達を明らかにすることを
目指す。 
 
 
２．研究の目的 
(1) コンフリクトについての認識は、従来、
コンフリクトが生じる架空の状況を提示し
て尋ねるという方法で研究されていた。それ
は、どの子どもにも同一の状況について尋ね
ることができるという長所をもった方法で
ある。しかしながらその方法では、日常生活
で実際に遭遇するコンフリクトに対してど
のように認識しているのかについては、捉え
ること難しい。他方、従来の観察研究からは、
幼児期にある子どもたちが、いざこざやけん
かが起きたとき、当事者としてさまざまな対
処をしたり、また周りにいる第三者としての
子ども達が間に入り、当事者双方に意見を言
わせて話を聞き、調停をしたりするといった
姿が確認された。幼児といえども、日常生活
で実際に遭遇するコンフリクトについては、
潜在的には理解しているのではなかろうか。
そして、それへの対処の仕方についてもある
程度の認識を持っているのではないかと推
測される。そこで本研究では、子どもが所属
している園のクラスにおいて〈けんか〉があ
るかどうかについて尋ね、日常生活場面での
〈けんか〉についての認識を取り上げて検討
することにする。その際には、インタビュー
と並行して、所属園での自由遊び場面を参与
観察し、〈けんか〉の実際についてフィール
ドノーツに記録する。そしてその記録を踏ま
えて、インタビューにおいて、幼児の話を聴
くことにする。クラスでの〈けんか〉につい
て、その背景や文脈についてある程度知った
上で、話を聴き、子どもにとっての意味を捉
え、その発達的な変化を捉えることを目的と
する。 
 
(2) 従来、横断的な研究は進んでいるもの
の、縦断的な検討は緒についたばかりである。
そこで本研究では、幼児期の３年間を追って
縦断的にインタビューを実施して、〈けんか〉
についての認識の多様性とその発達の道筋
について検討を加えることも目的とする。 
 



 

 

 
３．研究の方法 
(1) 幼稚園の年少組児に、1対 1のインタビ
ューを行い、クラスでの〈けんか〉への対処
について尋ねた。年齢の範囲は、3:11～4:10
であった（４歳時と記す）。さらに、1年後（５
歳時）、2年後（６歳時）に同様のインタビュ
ーを行った。なお、年少組 5月から卒園まで
の 3 年間、毎週 1 回（約 2.5 時間）、自由遊
び時間を中心に参与観察を実施した。 
 
(2) 参加者：X年に東京都内の幼稚園に所属
していた年少組児（平均年齢；4歳 5ヵ月、
レンジ；3歳 11ヵ月～4歳 11ヵ月）のうち、
本研究参加することについて、保護者から同
意を得ることができた子ども達で、かつ、イ
ンタビューの誘いに応じてくれた子ども達。
そして、X+1年後に年中組に所属し、X+2年
後には年長組に所属し、それぞれの年度にお
いて研究参加について引き続き保護者から
の同意を得ることができた子ども達で、かつ、
インタビューの誘いに応じてくれた子ども
達。25名（男子 12名、女子 13名）。 
 
(3) インタビュー実施時期；年少組におけ
る 2月 3月（４歳時点と記す）、1年後の年中
組における 2 月 3 月（５歳時点と記す）、さ
らにその１年後の年長組における 2 月３月
（６歳時点と記す）。 
 
(4) 手続き；対象者所属園の１室にて、筆
者と１対１のインタビューを実施した。質問
は次の 4点を中心に、子どもの表現や応答を
尊重して、子どもが表したことばを適宜繰り
返したり確かめたりしながら尋ねた。 
Q1：○○組（対象児が所属しているクラス

の名前）さんで、〈けんか〉になること、あ
るかな。 
Q2：〈けんか〉は、どうして〈けんか〉に

なるのかな。 
Q3：〈けんか〉になったときには、どうし

たらいいのかな。 
Q4：そのあと、どうなるのかな。 

 
(5) 久保（2005）で見出されたカテゴリを
基にして、インタビューにおける子どもの応
答を分類した。「カテゴリ」の内容について
説明をしたうえで、心理学関連領域を専門と
している研究者１名にも、プロトコル資料の
分類を依頼した。一致率は、82.7％であった。
不一致の事例は討議により一致させること
が可能であった。 
 
 
４．研究成果 
(1)  年齢集団としての変化（４歳時点・５
歳時点・６歳時点におけるカテゴリ別人数の

推移）； カテゴリに該当する応答をした子
どもの人数を、時点別にまとめ、表１に記し
た。 
 

表１ カテゴリごとの時点別人数 〔単位：人〕 

カテゴリ 4 歳時 5 歳時 6 歳時 

わからない 4 3 0 

逃げる 1 0 0 

先生に言う 2 1 0 

ゆずる 5 3 1 

ごめんね 7 10 6 

やめる 1 2 0 

やめてって 1 0 0 

順番こ 1 0 0 

ジャンケン 2 3 3 

とめるけど、とめられな

い 
0 0 1 

とめる 1 3 7 

どうしたのって 0 0 2 

話す 0 0 5 

 
① ４歳時点では、「ごめんね」が最も多く、
25名中 7名（28％）だった。次いで多かった
のは、「ゆずる」であり、5名（20%）だった。
３番目に多かったのは、「わからない」であ
り、4名(16%)だった。そこから、４歳の時点
では、〈けんか〉の対処について問われて、
言語で語るまでには至っていない子どもが
少なからずいて、〈けんか〉の対処について
自覚的に捉えることがまだできかねている
場合のあることがうかがえる。一方、ほぼ半
数の子どもたちは、〈けんか〉の対処につい
て問われて、謝罪や譲歩について語った。謝
罪や譲歩は、〈けんか〉のおさめ方の定型的
なものであり、自己抑制的なものと考えられ
る。４歳の時点では、そのような自己抑制的
で定型的な対処法について自覚的に捉えら
れることがほぼ半数の子どもたちが可能で
あることがうかがえる。 
ただし、1名のみではあったが、「とめる」と
した子どももいた。あるいは、「順番こ」や
「ジャンケン」とした子どもは、それぞれ 1
名、2名いた。これらは、〈けんか〉を自身で
交渉により収めようとしたものと解釈する
ことができる。４歳の時点で、既に〈けんか〉
への対処についての認識には多様性のある
ことが示唆される。 
 



 

 

② ５歳時点では、「ごめんね」が最も多く、
25名中 10名（40％）に上った。「ゆずる」（3
名）とあわせると、過半数に達した（13 名
52%）。他方で、「わからない」とした子ども
も、まだ 3名いた。一方、「ジャンケン」が 3
名、「とめる」が 3名、あわせて 6名（24%）
いた。そこから、５歳の時点では、〈けんか〉
の対処について自覚的に捉えることが、引き
続きできかねている場合のあることがうか
がえる。しかし同時に、過半数の子どもたち
が、謝罪や譲歩について語ったことからは、
５歳の時点では、過半数が、そのような定型
的な対処法について自覚的に捉えられるよ
うになったことがうかがえる。それとともに、
「ジャンケン」および「とめる」と語った子
どもの人数が増え、〈けんか〉を自身で交渉
により収めようとしたものと解釈可能な語
り方ができるように変化していったことが
うかがえる。 
 
③ ６歳時点では、「とめる」が最も多く 25
名中 7名（28％）だった。「どうしたのって」
（2名）と「話す」（5名）とあわせると、14
名（56%）となり、過半数を超えた。「ジャン
ケン」(3名)、「とめるけど、とめられない」
(1 名)を加えると、18 名(72%)にのぼった。
それ以外の子どもたち 7 名（28％）は、「ご
めんね」「ゆずる」と語った。「わからない」
とした子どもは皆無だった。そこから、６歳
の時点では、多くの子どもたち（約７割）が、
〈けんか〉を自身で交渉により収めようとし
たものと解釈可能な語り方ができるように
なったことがうかがえるとともに、そのほか
子どもたち（約 3割）は、謝罪や譲歩につい
て語った。６歳の時点では、〈けんか〉への
対処として、自身で交渉により収めようとす
るものと、自己抑制的で定型的なものが、二
つの大きな対処の仕方となっていたことが
示唆される。 
 
(2)  子ども一人ひとりの変化（４歳時点か
ら５歳時点および６歳時点にかけての変化
パターン）；(1)では、年齢集団としての４歳
から６歳への変化を見てきたが、４歳から６
歳への変化の道筋を詳細に検討するために
は、一人ひとりの４歳から６歳にかけての変
化を見ていく必要がある。表２は、25名一人
ひとりの４歳時点から５歳時点を経て６歳
時点に至るまでのカテゴリの変化をまとめ
たものである。その結果、何人かが類似の変
化のパターンを示すことが見出された。その
変化のパターン別の人数は、表３に示した。 
 
 
 
 
 

表 2. 4 歳時点から 6歳時点への一人ひとりの変化 

   
4 歳時点 5歳時点 6歳時点 

わからない わからない ごめんね 

わからない わからない とめるけど、とめられない 

わからない ゆずる ジャンケン 

わからない やめる とめる 

逃げる ごめんね とめる 

先生に言う ごめんね とめる 

先生に言う とめる 話す 

ゆずる ゆずる どうしたのって 

ゆずる ごめんね ごめんね 

ゆずる ごめんね 話す 

ゆずる ごめんね とめる 

ゆずる ジャンケン 話す 

ごめんね わからない ジャンケン 

ごめんね 先生に言う ごめんね 

ごめんね ゆずる 話す 

ごめんね ごめんね ゆずる 

ごめんね ごめんね とめる 

ごめんね ジャンケン ごめんね 

ごめんね とめる ごめんね 

やめてって やめる とめる 

やめる とめる とめる 

順番こ ごめんね ごめんね 

ジャンケン ごめんね ジャンケン 

ジャンケン ごめんね どうしたのって 

とめる ジャンケン 話す 

 
① 一つ目のパターンは、４・５歳時点では、
「ごめんね」、「ゆずる」、「先生に言う」と語
ったが、６歳時点では、「とめる」、「どうし
たのって」、「話す」と語ったというものであ
る（8 名、32%；表３の①②）。そこからは、
４歳の時点あるいは５歳の時点では、〈けん
か〉への対処として、自己抑制的で定型的な
ものや大人に依存したものを認識していた
が、その１年後・２年後の６歳の時点では、
自身で〈けんか〉を交渉により収めようとす
る対処について自覚的に捉えることができ
るようになったことがうかがえる。〈けんか〉



 

 

への対処として語られる内容が、年齢が上が
るにつれて、定型的なやり方や大人併存した
やり方から、自他の要求を踏まえた交渉へと
変化することが推測される。 
 
② 二つ目のパターンは、４歳時点から６歳
時点までずっと、「ごめんね」、「ゆずる」と
語った、あるいは、途中の５歳時点でいった
ん別のことが語られたが、６歳時点では「ご
めんね」、「ゆずる」に戻ったというものであ
る（5 名 20%；表３の⑤⑥⑬）。そこからは、
４歳から６歳まで、〈けんか〉への対処とし
ては、自己抑制的で定型的なものについて自
覚的に捉え続けたことがうかがえる。以上か
ら、〈けんか〉への対処についての認識の発
達経路として、代表的なものが２つあるので
はないかと推測される。 
 

表３ 変化のパターン毎の人数 
 

   

 
４歳時→５歳時→６歳時 人 

① 
ごめんね・ゆずる→ごめんね・ゆずる→

とめる・どうしたのって・話す 
5 

② 
ゆずる・やめる・先生に言う→ジャンケ

ン・とめる→とめる・話す 
3 

③ 
ジャンケン→ごめんね→ジャンケン・ど

うしたのって 
2 

④ 逃げる・先生に言う→ごめんね→とめる 2 

⑤ 
ごめんね・ゆずる→ごめんね・ゆずる→

ごめんね・ゆずる 
2 

⑥ 
ごめんね→ジャンケン・とめる→ごめん

ね 
2 

⑦ とめる→ジャンケン→話す 1 

⑧ やめてって→やめる→とめる 1 

⑨ わからない→やめる→とめる 1 

⑩ わからない→ゆずる→ジャンケン 1 

⑪ 
わからない→わからない→とめるけど、

とめられない 
1 

⑫ ごめんね→わからない→ジャンケン 1 

⑬ ごめんね→先生に言う→ごめんね 1 

⑭ 順番こ→ごめんね→ごめんね 1 

⑮ わからない→わからない→ごめんね 1 

  合計 25 

③ さらに、上述以外にも別の変化があった。
1 事例ずつのみであるが、以下のような４つ
のものが見出された。(a)４歳時点から一貫
して自身で〈けんか〉を交渉により収めよう
とする対処について語った例、(b)４・５歳
時点では語れなかったが、６歳時点では自身
で〈けんか〉を交渉により収めようとする対
処を語った例、(c)４・５歳時点では語れな
かったが、６歳時点では謝罪について語った
例、(d)４歳時点では謝罪について語ったが
５歳時点では「わからない」というように語
れなくなり、その後６歳時点では｢ジャンケ
ン｣と語った例。そこから、〈けんか〉への対
処についての認識には多様性があり、その成
長の仕方にも多様な経路がありうることが
示唆される。 
 
(3) 本研究では、架空の状況での〈けんか〉
ではなく、園のクラスにおける〈けんか〉と
いう日常生活場面での〈けんか〉について尋
ねることによって、生活場面から切り離さな
い形で〈けんか〉を捉えることを目指した。
また、子どもたちの園生活を週 1回参与観察
をしている者がインタビューを実施するこ
とによって、園生活の文脈を子どもと共有し
た者が子どもの話を聴くこととした。そのこ
との成果のひとつとして、本研究では、最年
少の４歳時点であっても、インタビューにお
いて無答であった割合が少なかったことが
あったと思われる。しかしながら、それでも
なお、クラスにおける〈けんか〉について具
体的には語らなかった場合があった。そのよ
うな場合には、園生活の文脈を共有している
ことを生かして、もっと個別的に尋ねること
を試みてもよいかもしれない。たとえば当該
の子どもが、ふだん園生活においてよくして
いる遊びのなかでの〈けんか〉について尋ね
るといった工夫が有効かもしれない。コンフ
リクトをそれが生じた文脈のなかで捉える
方法をより一層洗練させていくことが、今後
の課題である。 
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